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令和 6 年度子ども・子育て会議 幼児教育・保育部会 議事録 

 

1 日時 

令和 6 年 10 月 25 日（金）15：15～16：30 

 

2 場所 

和歌山市あいあいセンター ３階会議室 第２ 

 

3 会議次第 

１ 開会 

２ 議題 

（１）教育・保育の量の見込み及び提供体制の確保の内容について 

（２）その他 

 ３ 閉会 

 

4 会議資料 

部会資料１ 教育・保育提供区域の設定 

部会資料２ 教育・保育事業の見込み量と確保内容 
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司会 

それでは、幼児教育・保育部会を開催させていただきます。  

本日の会議は、部会員 9 人全員の 委員の方のご出席をいただいております。  

 また、本市の出席者でございますが、和歌山市子ども・子育て支援新制度庁内連絡会議

を組織する課も同席しております。 

また、議事録作成のために本会議をレコーディングさせていただきますので、ご了承く

ださい。  

では、本日の会議資料の確認をお願いいたします。 

 

【資料の確認～】 

 

本日の会議は終了を16時 30 分と予定しておりましたが、 10 分ほど早く開催させていた

だいておりますので、16 時 20 分頃を終了予定といたしたいと思います。 

それでは、議事進行につきましては部会長にお願いしたいと思います。よろしくお願い

いたします。 

 

部会長 

はい。それでは、私の方で進行役を務めさせていただきたいと思います。それでは、議

題 に移りたいと思います。まず初めに、議題、教育・保育の量の見込み及び提供体制の内

容について事務局から説明を求めたいと思います。 

 

【事務局から教育・保育の量の見込み及び提供体制の確保について説明】 

 

部会長 

説明が終わりました。この説明についてご質疑ありますか。 

 

委員 

問題は、その定員に見合った保育者が揃ってるかどうかなんですが、受け入れられる保

育者はお揃いなんでしょうか。 

 

委員 

保育士はもう本当に保育園としたらどことも不足しています。今の現状でも、産休あり

ましたら、それでもう不足です。そしてまた、精神的な面で色々とあって辞めると。今そ

ういう現状です。そしてまた７年度に対して、うちも保育園ですけど、2 名信愛からお願

いしてますけど、もう早くから希望は出してますけど、未だに生徒がくるという連絡はあ

りません。そういう 1 つの縁でもそうですし、皆さん方とお話してもそう。民間の保育園
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はそういう状態でございます。 

 

部会長 

公立保育所もね、保育士取るんです。でも、公立と民間とやったらやっぱり公立は公務

員っていうのがあるんで、ようやく民間に来てくれるって言ってるのに、公立に行ってし

まう。 

 

委員 

ただ公立はね、こどもが少ないので困ってます。幼稚園のこどもがすごく少ない。 

 

部会長 

そうですね。幼稚園は 10 人未満ですから。 

 

委員 

今いる保育者をまず辞めさせないことが先決だと思います。この定員を確保しようと思

った時に、保育者がいなかったら定員確保できないわけなので、辞めさせないにはどうし

たいいかっていうことが 1 つで、最後提案させていただいたのは、精神面のケアが今の子

たちは非常にやっぱり必要。 

それが小学校の方はね、意外とされてるんですよ。 1 人の新人が入ると、たくさんの先

生が大丈夫かどうかっていうようなフォローがいっぱい入ってるように思います。一概に

は分からないので言えませんけども。でもそういうことが必要かなっていう思いがありま

す。 

特に 6 年ぐらい経って辞める人が多くなるじゃないですか。 その時にもしんどかったり

悩んだり、これで本当にいいのか、他のこともやってみたいなっていう風なことで、辞め

てしまう。やっぱり保育に情熱が長く持てるように、なんとか聞いてあげてほしいという

か。先生方もものすごくお忙しいことはよく分かるんですが。若い人たち、中堅の人たち

に、今どうなのか、何に困ってるのかっていうあたりは少し吸い取っていただけないかな

っていう思いが非常に強いです。 

もしそこで ワクワクと仕事してくださった中に実習生を送らせてもらったら、やっぱり

そこの魅力を入った人たちは非常に感じると思うんですよね。まず地道なことがかもしれ

ませんが、今いる保育者の方々は辞めさせないことはまずは 1 つの必要なんじゃないかな

ってのはすごく思います。 

 

委員 

すいません、先生いいですか。今ね、 新しく保育士になる人が、短大でもそうですけど、

少ないんですよ。 保育の学校へ行ってもね、一般企業へ就職したい、そういうことが多い
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んで困るんです。 

 

部会長 

今までだったら、例えば和歌山から大学行くっていうと、信愛しかなかった。大学行く

ために大阪の大学へ行く、あるいは奈良の大学行く、京都へ行くっていう人は結構あった

んですね。それで、その大阪行った人が和歌山に帰ってきたわけですよ。  

 そしたら、元々、信愛さんで足りてるかって言ったらそうじゃなくて、やっぱり大阪に

行ってたこどもたちが、就職する時は和歌山でと親に言われて帰ってきたんですけど、今

は大阪行ったら 30 万円お金をくれる。UFJ の券も 1 年分くれる。そんな風に、大阪は矢継

ぎ早、花火をあげるわけです。そうすると、今まで帰ってこいって言ってた両親が、30 万

ももらうなら、バイク一台買えるから、もうあと2、3 年頑張って行ったらと言って、帰っ

てこなくなっちゃったんですね。もう今、大阪からとか京都、それから奈良から来られる

保育士さんなんてまずないです、 

だから、唯一、目立つんですけど、信愛さんしかないんで。結局、信愛さんの受け皿を

待ってるんだけど。ところが、民間の会社の就職は早いですよね。4 月、5月ぐらいでほど

んど決まってしまう。保育士とかそのところは早い方で、大体秋ぐらい。 

辞めるにしても、きちっとその 4 月から 3 月の周期で言ってくれる人もいるけど、そん

なこと関係なくして、急に 1 月ぐらいになったらバタバタって辞める子もいる。業者あり

ますね、こういうところから来られる方が非常に多い。業者について、全国の統計とった

ら、保育士で65万円、大体手数料取るそうです。それで来てくれたらいいんですけど、結

局長く続かない。結局、業者も 2 ヶ月だけは辞めないで、2 ヶ月過ぎて辞めたら、それな

ら、また来てくれたら紹介しますという。契約の中に、2 ヶ月止めたら、手数料もらいま

すよっていう話になってるんだと思うんですよ。2 ヶ月経ったらコロコロ先生が変わって、

また次の人来るんやけども、正直言って、2 ヶ月ぐらいで先生が変わると、こどももつい

ていけませんし、慣れないですからまず戦力にならない。だから、そういう先生にはそこ

の園の教育がなかなか伝わりにくい。やっぱり先生おっしゃったように、先生も弱い。 

 

委員 

短大の現状を少しお話させていただい。 保育を希望する学生で、生徒が、高校生、18歳

人口の減少もそうなんですけど、 かなり減ってきてます。信愛も従来 100 名定員で、多い

時も１学年 140 集まっていた。それが今の学年にして、 その前に 80 人減らしたんですけ

ど、それでもなかなか満たすことができずに、とうとう来年から50 名定員で出発します。

コースも ２年コースと 3 年コースと男女共学にして、ちょっと男の子の希望者もあって、

来週面接するようになってるんですけれども、やっぱり弱い生徒が入ってきています。 実

習に行った時には、実習では本当に先生方優しく指導してくださるんで、まあまあ本人も

やった気持ちで帰ってきますが、そこはもうちょっと厳しくしてもらいたいなって逆に思
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うんです。 

最終的に途中で進路をやむなく変える人もいます。卒業だけを目指して、斡旋業者から

無資格で保育補助で行ったり、指導員として施設に勤める人もいます。一般にはとても少

ないです。90％以上は専門職についてくれます。たくさん求人があるので、4 月になった

ら求人がどんどん来て、 2 年間しかございませんので、1 年の最初に現場体験で、実習の

前に現場のこどもと関わる経験をさせる時に、もうすでに目を付けられていて、11 月の教

育実習、２月の保育士実習で、３月ぐらいに内々定に近いぐらいのことを言われます。そ

んな中で相談しながら見極めてはいくんですけれども、すごく精神的にも保育技術の面に

おいても院の学生とは比べものにならないぐらい弱い。 

就職できても、2、3 ヶ月で昨日まで来てたのに急にもう来なくなったっていう報告がく

るんですよね。それで違う仕事に就くということがあります。でも、一般企業に行くより

かは、施設保育士、小規模の地域型保育所へ行ってしまう。 

普通の認可保育所ならば、認可外でもきちんと指導する、してくださるとこであるなら

ば、できるだけ弱い人はいきなり 1 人担任ではなく、 複数で指導してくださるところには

進めたりするんですけど。元々の母数がもうどんどん減ってきてますので、もう短大はダ

メになったら大変なことになるなって感じてます。それから、幼稚園とか保育所の方から

こども園に移行する場合にも、多分先に施設を整えられてから先生 5 人お願いねって言わ

れるけど、2 人、3 人送れたらいい方かなと。 

 

部会長 

役所もね、こんなことしてても、結局こども園なんでできることない。ここではこども

園作ります。誰でも通園制度やりますって綺麗事ばっかり言うてんねんけど、その実態が

伴ってないからね。もう結局、はっきり言ったら、なんもできないと思う。いくらここで

見込をあげても、人が足らず、結局その時になって初めて、保育士さんに補助でも出しま

しょうか。言って出してもその時には誰もいない。 

 

委員 

基本はこんなに多く見込みをしないといけないのかっていうのがすごい微妙で、足りな

いんだったらここをもっと抑えたり、取り合いにならないようにしたらいいんじゃないか

って思ってしまう。基本はどれぐらい多めに見込んどかないといけないのか、保育園から

やりたいですって言ったらいいですっていう感じになってるのか。 

 

委員 

公立の幼稚園の定員は、実際の実数とはだいぶ開きがあるのではないか。 
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部会長 

幼稚園に行かせるお母さん方にしたら、なぜそこに行かせるのかといったら、 非常に人

数が少ないから、先生がよく見てくれると。 大勢いるところならこどもがついていけなく

ても、10 人ぐらいなら家族的だからとうことで、行かせてる親御さんが多いってのは聞い

たりするんですよね。 

ただ、制度上、結局幼稚園は今まで介入してない。保育は元々介入してきたわけです。

それなぜかって言うと、保育ってのは措置から始まってますからね。措置ですから、当然、

そういうこどもについて、いるんだったらどれだけ先生がいてどうですっていうことある

んですけど。 

幼稚園の場合、そうじゃないですから。結局そこんとこの差がやっぱりあるんじゃない

ですかね。今まで民間の幼稚園はもう自由にされてたと思うんですよ。だから、案外わか

ってなかったと思うんですよ。民間の幼稚園は県が担当でしょ。 

公立の幼稚園は唯一、和歌山市の教育委員会なんです。ですから、そのルートが全然違

って交わりがないから、お互いの事情が分からない。  

民間は自由な発想だから、こういうこどもしか取りませんといってもそれでいけるわけ

ですから。ところが、保育所では、そんな風に縛ったら怒られると思うんですよ。一方幼

稚園の場合やったら、この運営しかしませんよとか、あるいはこうしますよ、ということ

は全部できるわけなのに、今までしなさすぎるんじゃないの。 

公立の幼稚園はもうだんだんと人もこどもも少なくなっていって、多分そのうち誰も来

なくなるんじゃないですか。 

 

委員 

それで、対策ということで考えてて、行政が協力できないかということで、こんなこと

難しかったら難しいって言っていただいたらいいんですが。例えば保育者を探すのがとて

も大変に思ってるんですね。 それに行政がお手伝いできないか。例えば、公立でお辞めに

なった方にご連絡をしていただいて、私立の方に薦めていただいたりとか。そういう風な、

行政も私立の方に、公立でもそうですけど、両方ともですね、 何か潜在保育所を探すお手

伝いをしていただくことは難しいでしょうか。 

 

部会長 

やろうと思えばできると思う。人材バンクとか。それを要するに市がやればいい。 

 

委員 

公立の関係の保育者の方に何かやりませんかというようなことを探していただけるよう

な、そういったことを協力して何かやっていけないかなっていうのが 1 つ。これはちょっ

と難しいかもしれませんが、支援金みたいなものを少し出すような制度を作っていただい
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て、先ほどの業者ではなくて、何か保育所に支援していただけるような制度をお願いした

い。この 2 つは、 公立だけじゃなくて、民間も全部考えて、行政の方でもうまく円滑に幼

児教育をやっていけるような形で、今悲鳴上げておられるので、何かそれに手立てをして

いただける方法はないでしょうか。 

 

部会長 

大阪の籠池さんとこでも、あれだけ言われても、こどもに罪はないですからって言って、

半年間ずっと市から職員が行って、ずっと見てたんでしょ。それがやっぱり行政です。僕

は立派だと思う。それぐらいの気持ちをやっぱり和歌山市の職員さんに持ってほしいのよ。  

 今先生方がおっしゃってるように、潜在保育士の人たちの活用も必要やと思うし、自分

たちでそれができるかできないか考えてもいいと思うけどな。民間だからほっといたらい

いじゃなくてさ。 

 

委員 

和歌山市の幼児教育を考えるんだったら一丸とならないといけない。公立も私立も全部

見ていかないと、一度だけの支援だけでは和歌山全体のやっぱり幼児教育の質は上がらな

い。全体を押しなべて、数字はこれで出来上がってますけども、 そこに何人の保育者で働

いてるのかっていうことをやはり付け加えていただいて、一緒になった形でやっていく。

支援が必要な子たちも含めた形での保育っていうことも考えていただきたいなと思います。 

 

委員 

すいません。公立の幼稚園と私立とでは過ごし方が全く違うんです。学生を実習に出し

た時よくわかります。公立はこども主体ですごく自由な活動を尊重してるのが、よくわか

るんですけど、活動って全然ないのかな、こどもたち小学校行った時どうなるのかなって 

思います。 

保育の学生は、責任実習っていうのが課題になってます。園によって多少違うと思うん

ですけども、何曲、年間で何曲、その中で学生が実習で評価してもらって帰ってくるんで

すけれども、あまりにも民間と公立に差があるので、学生がこれで勉強になってるかなっ

ていうことは思います。  

もちろん、公立の幼稚園の採用は最近ございませんし、そこに行く学生もおりませんけ

れどもね。たぶん先生方の人数は足りてらっしゃるかなと思います。  

 

部会長 

意見があったら言ってください。難しいとは思う、人事権もないし。 

就学前ならそういった子は待機児童になるだけの話であって、何にもないわけじゃない

ですか。でも小学校で待機児童はないじゃないですか。必ずその子がここの小学校行きた
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いって言ったらみんなで行くようにしてるわけやから。なんかないんですかね。お互い本

音で話した方が僕はいいと思う。 

 

委員 

地域性があるので結構園児数多いところもあって、そこはやってらっしゃる分もあると

思うんですけど、それでも自由保育がもう多分メインになってらっしゃると思います。そ

の分、学年超えて、クラス超えての交流とかね、そこは自由で良い面ももちろんあると思

うんです。 

 

委員 

公立幼稚園の園長先生、小学校と兼務でされてて、もう退職された方とちょっとお話さ

せてもらったことがあるんですけど、やっぱり幼稚園をやる限りはちょっと独自性を出し

たいって言ったらやっぱり怒られたらしくって、和歌山市の公立幼稚園は同じような感じ

で全部やってるっていう。 

 

委員 

海南市は違いますよ、また同じ公立でも。 

 

部会長 

変わったことやったらいけません。そんな風になっちゃってるんですよね。立派な先生

もいてると思うんやけどね。同じ気持ちやから、そのこどもに対してね。だから、どっか

でそういうようなことのないように、やっぱり教育委員会できちっとやってあげた方がい

いと思う。 

 

委員 

基本的に公立幼稚園の園児が減った理由は、元々福利が6000円だったので、無償化にな

って損した気分になるっていう。大半みんなそれを言ってます。2 万 5,700 円分は出るか

ら、6,000 円しか出ないのは損した気分になるっていうのが、それがやっぱり第一の理由

だと。 

 

学校教育課 

色々ご意見いただきまして、部会長にはいつもこう、教育委員会はもっと頑張れよって

いう風に、言っていただいて、そのとおりと思ってます。今言われたように、まず園児数

が減った 1 番大きな理由が、今委員おっしゃったようにですね、保育料が無償化っていう

こともありまして、そこからぐっと下がってます。10 年前に比べると園児数が半数以下、

平成 27 年には 800 人超えてたのが今 320～330 人の状況で、非常に今厳しい状況ではあり
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ます。 

今色々意見おっしゃられたように、課題も公立の幼稚園は感じてますし、特別支援のこ

どもさんについては、割合的にもかなり多くなってるっていうのが現状で、かといって順

風満々にそれだけの数の職員が、配置できてるかというとそうではなくて、その状況の中

でも教員は一生懸命頑張ってるという風に、自分とこの者ですけれども、それは言わせて

いただたきたいなという風に思います。 

それで、私も小学校の元教員ですので、どうしても幼稚園の専門性的なことはわからな

いんですけれども、もしよかったらまた私立の状況を私たちにも見せていただけたらなと。 

そういったあたりで、公立の幼稚園の現状、この園児数がものすごい下がってるってい

うような状況もあるので、教育委員会としても、どうしたらもうちょっと魅力ある幼稚園

にして、もっと保護者の方に見ていただいて、来ていただけるのかなということを考えて

いきたい。そうなると、また色々取り合いっていう問題も出てくるんですけれども、公立

もやっぱり幼稚園頑張っていきたいという思いがありますので、いろんなご意見をいただ

いたので、それを踏まえてまた生かしていきたいという風に思います。ありがとうござい

ます。 

 

部会長 

公立はどうしてるって言ったら、アルバイトとかそういうような人を雇ってついてるだ

けでしょ。 

 

保育こども園課 

会計年度の職員が加配という形でやってるんですけど、年々支援するお子さんというの

は増えておりまして、公立の方でもなかなか人員が確保できてない。先ほど言われた、人

材バンクとかもですね、私立の方へ公立の保育士が手伝いに行くっていう、そういう状態

が今できるような状態があれば、もちろんそういうことが考えられるんですけども、現状

公立の保育所の中での運営だけでもちょっと精一杯のような状態になってしまってますの

で、どういった人材確保できるのかっていうのは、日々市としても考えてるところです。  

どういった形で金銭面なのか、人材バンクみたいな制度を作るのかはまた検討していか

ないといけないと考えています。 

 

委員 

いいですか。潜在保育士の掘り起こしは実際どういう風な形でされるのか。保育こども

課で潜在保育士の登録制度みたいな取られるのか。 
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部会長 

やりたい気持ちはあるけど、多分これから考えて、ご意見賜りながらやるって言ってる

ので。 

 

保育こども園課 

公立の先生も、公立の先生のつてを頼って、会計年度に来てもらっているというような

状態。やっぱり僕らも募集広告とかスーパーの張り出しとかさせてもらったりとか、リビ

ングで広告 出したりとか、いろんな形でやってるんですけど、やっぱりそこはなかなか難

しいところがありまして。 

 

部会長 

一回みんなの意見を聞いてみたらどうですか。こどもが 1 番大事やと思う。でないと、

もう若い人自体がなくなると思う。これだけ中核市って言うてるけど、10 年したら一般市

よりも落ちてるかもしれない。  

だから、そんなことにならないように、こどもは宝と思って、そこらを踏まえて意見を

お聞きした方がいいんじゃないのか。 

 

委員 

学生にはもう本当に辞められたら困るので、すごく優しくしてもらってます。就学資金

を出していただいてるのもだいぶ歯止めになってて、すぐ辞めるとはではなくて、違う職

場に変わるっていうのが多くございますが、あれもすごく効果があるかなと思うんですけ

れども、やっぱりその中堅っていうか、5～6 年、特に短大卒でしたら結婚とか出産ってい

う、 その時期の人たちに一体どうしてあげることが 1 番仕事続けられるかっていう。ここ

園長クラスがみんな揃われてますけれども、現職のその年代の人たちが何を望んでるのか、

やっぱリサーチされることって前からやってほしいなと思ってるんです。 

先生おっしゃったように、5～6 年勤めたら、いい先生育ってますよね。ずっと続けてほ

しいなって。センス持ってる人もいますので、 辞めるのは惜しいってすごく思うんですね。

その子たちにどんなにしてあげることが 1 番引き受けられるかっていうのを、知りたい。 

 特にこども園とか保育所でしたら、早めから遅出までシフトがあるわけなんですよ。朝

の 7 時から夜 7 時まで、7 時に閉めてから帰ってきて、やっぱり 7 時半、8 時なんですよ。

それで自分の子を抱えてるわけなので、家族のフォローなり誰か支えるものがないと到底

続けられません。あとは、本人が保育職に魅力を感じて続けたい意思があるか。何人もそ

ういう人を見てきています。  

ですので、やっぱその人たちのものの意見を聞いてあげるっていうことが少しでもでき

たらすごく参考になるかなと思うんですけど、そんな機会も作っていただきたいなと思い

ます。 
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保育こども園課のほうにも相談もあると思うんですけどね。統計を取られたらいかがでし

ょうか。ここで議論するよりもよっぽど現実的に解決策が見当たるんじゃないかなと思い

ます。 

 

保育こども園課 

公立保育所に関しては、相談っていうのは重々受けています。 

 

委員 

私立の保育士さん、そこの方が私は公立よりか問題あると思いますけどね。旧職員をも

う 1 回呼び出して、現場ではその人たちが助っ人になって働いてらっしゃいます。現場で

はそれでなんとか持ってるんじゃないかなっていう風に感じてます。 

 

部会長 

みんなの問題として考えないといけないと思いますので、またよろしくお願いします。 

では時間もきましたのでよろしいですか。 

 

子育て支援課 

よろしいでしょうか。 

保育所の整備計画が決まったら、部会でご報告すると話してたんですけど、現在市内部

でまだ結論が出てない状況で、今回の会議でご報告したかったんですけども、できれば次

回の会議までの間でご報告さしてもらう、また部会を開いてさせてもらうか、そこはどう

するか検討させていただいて、なるべく早い段階で、また再度計画をお示しできればなと

思います。また改めて決まりましたら各委員様にご報告させてもらえればと思いますので、

今日の議題にあげてないんですけども、申し訳ございません。よろしくお願いします。 

 

部会長 

保育園だけじゃなくてね、幼稚園もするようにしないといけない。 

やっぱり幼稚園、保育園、今こども園で一緒になっていくから、区分がなくなってきて

るから、全部含めた上で考えないと、保育所だけで考えてても僕はこの問題は解決しない

と思う。ぜひそこら一緒に資料出してよ。はい。その方が僕はいいと思う。 

 

子育て支援課 

改めてご報告させていただきます。 
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司会 

皆様ありがとうございました。議事は全て終了いたしました。皆様におかれましては、

長時間の会をお集まりいただきありがとうございました。 

 以上を持ちまして、本日の幼児教育・保育部会を閉会させていただきます。本日は誠

にありがとうございました。 


